





































































対象は 2011 年から 2016 年に当科外来を受診し，
何らかの腎障害と 1 年以上の罹病期間のある外耳道
疾患を伴う5例である．
5 例の背景等詳細を表に示す．年齢は 68 歳から
84 歳で，男性 2 例，女性 3 例であった．いずれも
患側は右で，外耳道真珠腫が 4 例，外耳道狭窄が
1 例であった．血清クレアチニン値は 2.97 から 7.89
で，5 例中 3 例で人工透析が行われていた．耳漏培
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対する管理が必要である．
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